
地域づくりの最前線
～そのチャレンジ！応援します～

音楽とお話の会「レェッヒェルン」は、杉並区社会福祉協議会の「令和５年度地域福

祉活動費助成金」チャレンジ応援助成を活用して、「レェッヒェルン みんなのコン

サート」を開催しました。ほほえみの輪が広がることを願って活動しています。

歳末たすけあい運動募金をもとに実施しています。

この情報紙は、区内のボランティアの方々に、
宛名シール貼り、封入作業を行っていただき、発行しています。
いつもご協力ありがとうございます。

３面・・・災害ボランティアセンター 報告
チャレンジ！ボランティア 報告

４面・・・歳末たすけあい運動 協力のお願い
チャレンジ！ボランティア 参加者募集

こじま たかこ

代表 小嶋 貴子さん（写真左側） 副代表  河口 三千代さん（写真右側）
かわぐち  みちよ

【特集】 音楽とお話の会「レェッヒェルン」



助成金事業の「みんなの
コンサート」を11月11日(土)に行いました。20年
間活動して初めて自主開催で行うコンサートでし
た。不安もありましたが、当日はご夫婦や親子な
ど近所の方々が声をかけあって定員いっぱいの60
名の皆さんにお越しいただきました。
高齢者施設や保育園などでの演奏と異なり、

「みんなのコンサート」では世代を問わず多くの
皆さんに楽しんでいただきたいと思い、プログラ
ムを工夫しました。第１部の声楽は親しみがある
楽曲、第２部の楽器の独奏は技巧が活かされるク
ラシック楽曲の構成にしました。また、合間には
皆さんも参加いただける音楽による健康エクササ
イズのコーナーを入れ、最後には「小さな世界」、
「翼をください」、「愛の花（らんまん主題
歌）」を皆さんで歌いました。出演者からも、お
越しいただいた皆さんからも「すごく楽しいコン
サートだった」「いい時間を過ごせた」と言って
いただき、開催できて良かったです。「みんなの
コンサート」の場で、楽しい時間を共有できたこ
とが大切なことだと思います。

団体の活動内容

今後について

杉並ボランティアセンターでは、「地域福祉活動費助成
金」を通して、地域で活動する団体を応援しています。
今回はその中の一つ、チャレンジ応援助成団体※

音楽とお話の会「レェッヒェルン」代表・小嶋貴子さん、
副代表・河口三千代さんにお話を伺いました。
※チャレンジ応援助成とは…新規の活動を応援するための

助成金。地域の方々からの善意で集まった歳末たすけあい運
動募金が原資になっています。

【特集企画】

地域づくりの最前線
～そのチャレンジ！応援します～

音楽とお話の会「レェッヒェルン」は、音楽を身近
に届け、健康で心豊かな生活を送ることができる地域
づくりを目的として、音楽に携わるメンバーにより、
2003年に設立。これまで地域のイベントや、児童館、
高齢者や障害者施設、保育園、学校から依頼を受けて
演奏をしてきましたが、コロナ禍で制限された日々を
過ごしてきた皆さんに音楽を届けたいと思い、今年度
初めて「レェッヒェルン みんなのコンサート」（以下
「みんなのコンサート」）を自主開催しました。

音楽とお話の会「レェッヒェルン」

音楽が身近にあるまちに

レェッヒェルン
みんなのコンサート

施設や児童館、保育園での演奏を20年間続けて
います。地域での演奏を始めたのは、代表が子育
てをきっかけに、地域の子どもにもクラシックの
心地よい音楽や、わらべうた・童謡などのきれい
な日本語の歌を届け、ゆったりした時間を過ごし
てほしいと思ったことからです。現在は９名で活
動しています。ホームページやSNSでの発信はあ
りませんが、地域でのつながりや、口コミで依頼
をいただいています。０歳・１歳の子が興味を
もってじっと聴いてい
たり、無口な高齢者の
方が一緒に歌ってくる
姿を見ることが嬉しく
て、活動を続けていま
す。

▲レェッヒェルンの皆さん

※レェッヒェルンはドイツ語で「ほほえみ」という意味です。

「みんなのコンサート」は、高井戸西のブレーメ
ンハウスというサロンコンサートホールで行いまし
た。絵画やシャンデリアのあるおしゃれな雰囲気で、
音の響きも良く、地域の方々に近所で非日常的な雰
囲気を感じてほしいという思いから、会場を選びま
した。クラシックは敷居が高いと感じる人も多いで
すが、ヨーロッパでは身近にクラッシックがあり、
公園で演奏している人もいます。遠くまで行かなく
ても、良質な音楽を地域の方に届ける一つになれば
と思っています。
また、杉並には音楽を頑張っている人がたくさん

います。地域での活動がきっかけで、今回は杉並出
身で国内外で演奏されている方にもご出演いただき
ました。今後も地域で音楽を頑張る方とつながり、
力になれることがあるといいと思っています。

✉：minnano.concert2023@gmail.com

レェッヒェルンのメンバーは個々人でもコンサー
トに出演している演奏家を中心に構成されており、
私たち2人が裏方に回ることはチャレンジでした。
初めてのため、特に広報は苦戦もしましたが、皆さ
んに喜んでいただけるコンサートになり良かったで
す。事務や広報などを経験し視野が広がったので、
今後はより大々的にPRができるように、広報など
のお手伝いをしてもらえる人の存在があったらと思
う部分もあります。
今年度の「みんなのコンサート」は１回の開催で

したが、定期的に開催できるようなノウハウを学び
たいと思っています。今回も音楽による健康エクサ
サイズのコーナーを入れましたが、地域の方に、よ
り身近に音楽を楽しんでいただき、音楽で健康に
なったり、ほほえみの輪が広がるように、今後も地
域の様々な場所で演奏していきたいです。
また、出演者と観客

が気軽に交流できるよ
うな時間をつくるなど、
出演者やレェッヒェル
ンのファンになっても
らえる取組を工夫しな
がら、地域で音楽を頑
張っている皆さんの後
押しが少しでもできた
らいいと思っています。

大盛況だったレェッヒェルン▶
「みんなのコンサート」

https://twitter.com/satooyaproject


きずなサロンについては、杉並区社会福祉協議会
地域支援課 地域福祉推進係へお問い合わせくだ
さい。 TEL：03-5347-1017
ホームページ
https://sugisyakyo.com/suishin/kizuna.html

◆きずなサロン もみの樹
・活動場所：有料老人ホームもみの樹・杉並１階

コミュニケーションルーム(和泉3-52-8) 
・活動日時：毎月第4月曜日(14:00～15:30) 
・活動内容：健康チェックやフレイル予防体操、

  毎月の催しを通して、地域の皆様
に健康と笑顔をお届けします。

・協力金：無料

きずなサロン Vol.9
★「きずなサロン」は地域の方々がふれあい、
交流する場です。世代を問わずみんなで集まり、
支え合える関係ができることが期待されています。

方南和泉地区

コロナ禍を経て約4年ぶりに活動を再開
しました。お気軽にお越しください！

ようこそ！

チャレンジ！ボランティア
「発見！杉並ではじめるボランティア」開催しました

11月29日（水）、阿佐谷地域区民センターで開催した講座、チャレンジ！ボランティア 地域とつながろ
う講座 「発見！杉並ではじめるボランティア」には、15名の方に参加をいただきました。ボランティア
に興味があっても何をしたいか、何ができるかわからない、という方を対象に、杉並区で地域活動をして
いる方や受け入れ先のスタッフの皆さんから、杉並区内でのボランティアについてお話しいただきました。 

参加者の皆さんからは、「様々な経験が聞けた」
「私も経験してみたいと思った」「ボランティア
活動を行っている方々が、非常に楽しく活動していることを知ることができてよかった」
という感想をいただきました。これからも皆さんが地域活動に一歩踏み出すきっかけをつくってまいります。

知ってもらいたい！災害ボランティアセンター

杉並区災害ボランティアセンター（以下災害ボラセン）では、被災者の困りごとや支援の要望を受けつけ、
災害ボランティア活動者を支援活動につなげるコーディネートを行います。杉並区社会福祉協議会では、
杉並区との協定に基づき、震度５強以上の地震など大規模災害時に災害ボラセンを設置します。
杉並ボランティアセンターでは災害時を想定し、平時から災害ボラセンの周知や講座などを行っています。

杉並区総合震災訓練杉並区総合震災訓練 はじめての災害ボランティア講座はじめての災害ボランティア講座

11月11日(土)、下高井戸おおぞら公園にて開催さ
れた杉並区総合震災訓練に参加しました。杉並災
害ボランティアの会(SSV)の皆さんのご協力のも
と、いざという時に役立つ紙食器作り体験のブー
スを出展し、災害ボラセンの周知を行いました。

▲紙食器作りの体験には
104名の方にお越しいた
だきました

杉並災害ボランティア▶
の会（SSV)の皆さん

11月18日(土) に開催した「はじめての災害ボラン
ティア講座」には15名の方にご参加いただきました。
講師の宮﨑賢哉氏から災害ボランティアの概要や参
加に向けたステップ、心構え等お話いただき、SSV
代表の多田氏から実際の活動についてご説明いただ
きました。ワークショップでは災害ボランティアの
活動の中から参加者各々が選択した活動ごとに分か
れてグループになり、支援活動についての注意点な
ど考えていただきました。参加者からは「様々なボ
ランティアがあるとわかった。」とご感想をいただ
きました。

▲宮﨑氏の講座の様子

▶
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ご報告

【ゲスト】
●いぐさの赤い椅子【代表・中川さん、活動者・中川さん】
●すぎなみ炭焼き塾くろすけ【代表・長尾さん】
●さんじゅ阿佐谷（特別養護老人ホーム）【職員・長弓さん】
●ゆうゆう高円寺東館【施設長・河原さん】
●杉並ファミリーサポートセンター
【協力会員：飯田さん、職員・佐々木】

▲第二部はゲストの皆さんに
インタビューし、経験談な
どをお話しいただきました。

◀
紙
食
器
の

作
り
方

◀第一部は
各団体の紹介



歳末たすけあい運動
期間

12月1日～12月31日

募金方法

●杉並区社会福祉協議会の窓口
 （天沼3-19-16
ウェルファーム杉並2階、4階）

●町会、自治会を通じての募金
●振込
※右記をご確認ください。

【振り込み方法】
◆ゆうちょ銀行もしくは郵便局で手続きする場合
ゆうちょ振込口座 記号・番号：００１８０－５－５００６２９
口座名義：社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会

◆ほかの銀行等の金融機関から、ゆうちょ銀行口座へ
振り込む場合

銀行名：ゆうちょ銀行 支店名：〇一九（ゼロイチキュウ）店
口座種類：当座預金
口座番号：０５００６２９
口座名義：社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会

 ※手数料をご負担いただく場合があります。
 ※ご連絡いただければ払込取扱票をお送りします。

お問合せ

日付目立たせる？

杉並ボランティアセンターは12月29日（金）～1月3日（水）まで休業いたします。
今年も一年間ありがとうございました！新年が皆様にとって素晴らしい年となりますように ❣  ボラセン職員一同

歳末たすけあい運動の募金は、きずなサロンをはじめ、
地域に根差した活動を行う区内の福祉・ボランティア団体
への助成、福祉学習のために貸し出す福祉体験用具（車
いす、高齢者模擬体験セット）などに役立てられます。
 今年もみなさまのあたたかいご支援をお願いいたします。

杉並区社会福祉協議会経営管理課 連携推進係
TEL：03-5347-1010 FAX：03-5347-2061

歳末たすけあい運動 ご協力お願いいたします

杉並区地域課協働推進係    すぎなみ地域大学担当
 〒166-0015 成田東4-36-13 杉並区役所分庁舎2階
TEL：03-3312-2381 FAX：03-3312-2387

  ：tiikidaigaku-t@city.suginami.lg.jp
 💻： https://www.city.suginami.tokyo.jp/guide/

  bunka/gakushu/daigaku/

お問合せ・申込み先

「ボランティアって、 なんだろう。 興味はあるけれど、実
はなんだかよく分からない。」「地域で自分にできることがあ
ればやってみたいけれど、どうしたらいいか分からない。」 
という方を対象にした講座です。
今回は、さまざまな場面で子どもを支える活動をする方々を

お招きし、公開インタビュー・座談会で、活動を始めたきっか
け、それぞれの活動のお話や続けるための秘訣などを伺います。

令和６年3月2日 (土)
14：00～16：30

会場

日時

対象

杉並区役所分庁舎（成田東4-36-13）

区内在住・在勤・在学の方

受講料 無料

※受講の可否は、2月20日（火）
ごろ通知を発送します。

申込締切 2月14日（水）

すぎなみ地域大学 
＆

杉並ボランティア
センター共同開催

～子どもに寄り添うボランティア～
＼チャレンジ！ボランティア特別企画／ 地域活動ことはじめ

ゲスト

すぎなみ子ども
サポート 理事

  谷原 博子氏

放課後等
デイサービス
みのり 代表

中田 修三氏

杉並区役所

募集

子ども家庭部     特別支援教育課
児童館運営係 小塩 尚広 氏
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